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六
議
案
を
原
案
可
決

中
学
校
改
築
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結

　
議
会
第
二
回
定
例
会
は
六
月
二
十
八

日
午
前
十
時
か
ら
開
か
れ
、
条
例
の
改

正
や
工
事
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
六
議

案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

縣
謹
蘂

鋸

　
江
南
中
学
校
校
舎
改
築
工
事
（
建
築

電
気
・
機
械
設
備
工
事
）
の
請
負
契
約

　
　
　
　
　
　
締
結
に
つ
い
て
議

　
　
　
　
　
　
決
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
工
事
は
、

行
わ
れ
、
㈱
中
野
組
が
落
札
し
ま
し
た
。

契
約
金
額
は
七
億
九
千
二
百
万
円
で
す
。

工
期
は
第
一
期
が
契
約
の
日
か
ら
昭
和

六
十
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
、
第
二
期

が
昭
和
六
十
年
三
月
｝
日
か
ら
九
月
三

十
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ψ

嬬
　
轡

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
な
い
、

パ
ー
ト
収
入
に
対
す
る
減
税
及
び
税
率

の
改
正
な
ど
の
条
例
改
正
が
行
わ
れ
ま
　
．

し
た
。

O
江
南
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
の
｝
部
改
正
に
伴
な
い
、

条
例
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。　

内
容
と
し
て
は
課
税
限
度
額
が
三
十

五
万
円
に
（
改
正
前
二
十
八
万
円
）
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
低
所
得

者
に
対
す
る
軽
減
額
も
あ
わ
せ
て
改
正

さ
れ
、
所
得
の
少
な
い
国
保
加
入
者
に

つ
い
て
は
、
保
険
税
の
税
負
担
額
の
軽

減
が
は
か
ら
れ
ま
し
た
。

　
中
学
校
木
造
校
舎
の

　
　
　
と
り
壊
し
始
ま
る

　
校
舎
改
築
の
た
め
、
七
月
二
十
一
日

　
か
ら
、
三
棟
あ
る
う
ち
の
前
校
舎
の
と

■
り
壊
し
が
始
ま
り
ま
し
た
。

難
愚

　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
灘
灘

ー
灘
　
　
　
鱗
霧

残

躍

新校舎の完成予想図

六
月
二
十
五
日
に

指
名
競
争
入
札
が

O
江
南
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

し

）

とり壊し作業のようす

柴助役が退任
　助役・柴益次郎氏は、さる6月30日をもって任期
満了により、職を退かれました。

　　　　　　　　　　同氏は、昭和51年7月1日
　　　　　　　　　　から2期8ヵ年にわたり、

　　　　鑛…嚢　’　だきました。ここにお礼を

　　　　難難　　　　かねて在職中の所感が寄せ
　　　　．難纏　　　　られたので掲載します。

在職中の所感

前助役　　柴　益次郎

　村内皆々様のご指導ご厚情により、8年問助役と
して大過なく任務を全うすることができました。こ
こに厚くお礼の言葉を申し述べますとともに、在職
中の所感の一端を述べさせていただきます。

　顧りみますと、就任半年くらいは五里霧中とでも
いいましょうか、翌年3月、・当初予算の編成で初め

て村財政の仕組みがややわかりました。
　毎年の国・県の交付金・補助金、または村内の税
収、借入金などにらみ合せ、収支の長期計画からそ
の年度の事業をピックアップし、地方自治法、村条
例などを経緯として組み上げ、議会の承認を得る作
業など、各課職員の労苦も深く察せられました。
　私の常日ごろの心がけの言葉「理に順へば則ち裕
く欲に従へば惟うに危し」論語の一節であります。
　また、在職中心に残りました感隈を殆記します。
　「戦わずして勝つを兵の最なるものと云う」

　「敵を知り己れを知るは百戦危からず」

　　　　　　　　　　　　　（孫子の兵法の語）
　また「およそ事の成るは人知・地の利・時の運」
の三点。特に私は「時の運」という語に深い関心を
持っております。

　終りに、埼玉県の先覚者、渋沢栄一先生の折にふ
れて諭された言葉「晩晴」という語を考えてみたい。
晩年が晴れ上って美しいとはどうすればよいのか。

健康で充実した一日一日をすごすこと、そのほかこ
こに到達するには様々な条件もあることと思う。

　最後に老助役の戯言（ざれごと）一句「物言えば
唇寒し秋の風」

）

階＼ン



広報ごうなん（3）昭和59年8月1日

　
今
年
も
住
民
検
診
（
一
般
健
康
診
査

並
び
に
結
核
健
康
診
査
）
を
、
老
人
保

健
法
の
施
行
に
伴
な
い
、
大
里
郡
医
師

会
の
協
力
を
得
て
行
い
ま
す
。

　
す
で
に
ご
承
知
の
と
お
り
脳
卒
中
、

が
ん
、
心
臓
病
は
三
大
死
因
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
老
人
保
健
法
で
は
、
四
十

歳
以
上
の
方
は
全
員
受
診
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
受
け
て
く

程日診検

（

／＼

だ
さ
い
。

　
な
お
、
昨
年
ま
で
は
午
前
、
午
後
と

も
そ
れ
ぞ
れ
一
会
場
ず
つ
で
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
は
実
施
時
間
は

午
後
の
み
と
し
、
時
間
を
ず
ら
し
て
二

会
場
で
行
い
ま
す
。
日
程
に
つ
い
て
は

表
を
ご
覧
に
な
り
、
都
合
の
良
い
会
場

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
老
人
保
健
法
に
よ
り
四
十
歳
～
六

　
十
九
歳
ま
で
の
方
は
受
診
料
金
百
円

　
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
　
（
七
十
歳

　
以
上
の
方
は
無
料
）

■
健
康
診
査
対
象
者

　
　
四
十
歳
以
上
で
事
業
所
に
勤
務
し

　
て
い
な
い
方
全
員
（
医
者
で
治
療
を

　
受
け
て
い
る
方
を
除
く
）
。

■
検
診
項
目

　
　
血
圧
測
定
、
．
尿
検
査
、
身
長
、
体

　
重
測
定
、
聴
打
診
、
胸
部
X
線
撮
影

　
※
十
八
歳
～
三
十
九
歳
ま
で
の
方
は

　
胸
部
X
線
撮
影
の
み
。

月　　日 受付時間（午後） 字　　名 会　場　名

8月13日（月）
0時30分～1時30分 成　　沢（下） 会　議　所

2　時～3　時 御正新田（下） 生活改善センター

8月14日（カ

0時30分～1時30分 樋春南 集　会　所

2　時～3　時 樋春北 集　会　所

8月15旧㈹
0時30分～1時30分 上押切 参宮記念館

2　時～3　時 上新田 集　会　所

8月16日休）

0時30分～1時30分 下押切 集　会　所

2　時～3　時 三　　本 御正稚蚕共同飼育所

8月17日翻
0時30分～1時30分 御正新田（上） 大坂集会所

2　時～3　時 成　　沢（上） 坂上公民館

8月18日仕）

0時30分～1時30分 須賀広 集落センター

2　時～3　時 野　　原 集　会　所

8月20日（月）

O時30分～1時30分 塩 公　民　館

『2　時～3　時 板　　井 農業研修センター

8月21日（火） 0時30分～2　時 小江川 農村センター

8月22日困

0時30分～1時30分』 柴、千代 柴・千代集会所

2　時～3　時 全　　域 母子健康センター※

※上記の会場へ来られなかった方及び役場周辺の方が来場して下さい。

－■■ロ■一－－－一一闇背－■■■■ロ■－一■■■■■■一一1■■一■■
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へ
食
中
富
に

ご
用
心
，
・

　
最
近
の
食
中
毒
統
計
に
よ
れ
ば
、

全
国
で
年
間
約
一
千
件
の
食
中
毒

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
原
因

と
な
っ
た
物
質
が
判
明
し
た
事
故

で
は
、
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
、
ブ
ド
ウ

球
菌
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
な
ど
の
食
中

毒
細
菌
が
八
～
九
割
を
占
め
て
い

ま
す
。夏

場
に
多
い
食
中
毒

　
夏
場
の
高
温
多
湿
と
い
っ
た
気

候
は
、
こ
れ
ら
細
菌
の
増
殖
に
適

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
七
月
、

八
月
、
九
月
の
三
ヵ
月
間
に
発
生

す
る
食
中
毒
は
、
年
間
発
生
件
数

の
約
六
割
を
占
め
て
お
り
、
こ
の

時
期
は
食
品
の
衛
生
的
な
取
扱
い

に
特
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

食
中
毒
予
防
の
た
め
に
は

　
一
般
に
カ
ビ
の
生
え
た
食
品
や

腐
っ
た
も
の
を
食
べ
な
け
れ
ば
食

中
毒
に
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
食
中
毒
細
菌
は
増
殖

し
て
も
色
や
に
お
い
に
変
化
は
な

く
、
知
ら
ず
に
食
べ
て
発
病
す
る

場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
食
中
毒
を
予
防

す
る
た
め
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と

が
重
要
で
す
。

①
細
菌
を
食
品
に
付
着
さ
せ
な
い

　
こ
と

②
早
目
に
食
べ
る
こ
と

③
殺
菌
の
た
め
、
十
分
に
加
熱
し
、

　
保
存
す
る
場
合
は
必
ず
十
度
以

　
下
で
冷
蔵
し
て
お
く
こ
と

　
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
食
中
毒
予

防
の
三
原
則
、
①
清
潔
　
②
じ
ん

速
　
③
加
熱
ま
た
は
冷
却
と
い
っ

て
い
ま
す
。

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
、

ブ
ド
ウ
球
菌
、
サ
ル
モ
ネ
ラ

　
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
は
、
夏
場
に
日

本
近
海
で
と
れ
る
魚
介
類
に
は
必

ず
付
着
し
て
い
る
の
で
、
水
で
よ

く
洗
い
、
調
理
し
た
ら
す
ぐ
に
食

べ
る
こ
と
。
ブ
ド
ウ
球
菌
は
身
体

の
表
面
や
鼻
の
中
に
付
着
し
て
い

る
の
で
手
を
よ
く
洗
う
こ
と
。
サ

ル
モ
ネ
ラ
は
生
肉
な
ど
に
付
着
し

て
い
る
の
で
よ
く
加
熱
す
る
こ
と
。

こ
れ
ら
が
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
さ
ら
に
、
ネ
ズ
ミ
、
ゴ

キ
ブ
リ
な
ど
を
駆
除
し
て
台
所
を

清
潔
に
し
、
ま
な
板
、
ふ
き
ん
、

包
丁
な
ど
の
調
理
器
具
も
常
に
き

れ
い
な
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
．

－一－－－－－一一－－一－一一一－一－一－－－一
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生徒指導対策委員会

青少年の健全育成を願って

青
少
年
の
非
行
化
は
依
然
と
し
て
後

を
絶
た
ず
、
深
刻
な
社
会
問
題
の
様
相

を
深
め
て
い
ま
す
。

本
村
で
は
、
児
童
・
生
徒
の
人
間
性

豊
か
な
成
長
を
願
っ
て
「
生
徒
指
導
対

策
委
員
会
」
を
結
成
、
発
足
し
、
活
動

を
始
め
て
三
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

各
委
員
は
、
地
区
内
補
導
、
情
報
交

換
、
連
絡
等
、
非
行
等
に
対
し
て
適
切

な
対
応
措
置
を
と
る
な
ど
幅
広
い
活
動

生徒指導対策委員会組織連絡網（齢鑑区代表）（1）

班 氏　　　名 地　　　域 電　話

⑫

上　杉　　　正 千代600 36－1900

秋　場　幸　子 千代425－1 36－0530

佐　藤　武　夫 千代205－13 36－3451

◎飯　野　忠　男 千代64－24 36－2485

山　根　節　子 千代113 36－4021

班 氏　　　名 地　　　域 電　話

①

宇治川　正　忠 板井704 36－2240

◎小　沢　八　郎 板井679 36－2261

吉　野　幸　男 板井530 36－2047

）

）
成沢（上）

36－3497

36－1858

須賀広535－2

須賀広251
◎吉田朋信
吉田芳江

⑬

②

◎水　野　半四郎 成沢1090－2 36－2698

山　崎　隆　夫 成沢1125 36－0386

舟　橋　広　之 押切2527－9 36－3804

千　野　達　男 押切2569－4 36－0996

成沢（下）

⑭

◎水　野　光　好 野原838－2 36－2365

笠　原　　　満 野原74 36－1519

関　口　正　典 野原623 36－0421

③

佐々木　猛　治 成沢500 36－4891

◎萩　原　貞　明 成沢619 36－2662

馬　場　正一郎 成沢490－2 36－3505
小江川（東）

⑮

◎福　田　哲　雄 小江川1317 36－1650

大久保　総　一 小江川609 36－0244

野　口　訓　男 小江川348 36－1831

小江川（西）

⑯

小　林　正　巳 ノ』・江川1963 36－1066

寺　山　ト　モ ノ」・江川1781 36－1980

佐　藤　俊　郎 小江川1865－1 36－5336

橋　本　寿　夫 小江川2159 36－2194

◎駒　井　健　次 小江川2091－4 36－3110

④

志　村　　　正 三本1850 36－0350

長谷川　七　郎 三本684 36－0707

長谷川　高　雄 三本1896 36－2180

◎小　柴　文　代 三本1927－2 36－1168
押　切（上）

36－5825

36－1009

三本656

才甲切795－1
松本洋子

◎笠原法正
⑤

押　切（下）

⑰　◎柴 芳　夫　柴153 ・36－0931

⑱
◎増　田　秀　夫 塩365 36－3284

飯　島　清　子 塩5 36－0324

向　井　信　哉 南　小 81－5779

田　中　　　昇 南　小 36－3390

木　部　殖　夫 北　小 81－0909

岡　部　秀　子 北　小 36－0772

嶋　野　義　智 江　中 32－4338

中　島　　　清 江　中 36－1341

⑥

◎持　田　包　雄 ．押切145－1 36－1574

大　島　　　滑 押切370 36－2373

持　田　知　丈 押切325 36－1928

永　田　三千里 押切134 36－1020
）
し

⑦

新　井　武　寿 上新田101－1 36－0728

福　田　房　子 上新田256 36－1690

◎柴　田　四　郎 上新田183－1 36－2455

樋春（南）

⑧

持　田　一　芳 樋春331 36－2604

滝　田　稔　夫 樋春337 36－2014

◎高　田　利　正 樋春319－3 36－3561

茂　木　艶　子 樋春253－3 36－1194

南　　　小 （0485）36－1305

北　　　小 （0485）36－1389

江　　　中 （0485）36－1335

教育委員会 （0485）36－5468

36－4497樋春996貴

樋春（北）

⑨◎小島
御正新田（坂上）

⑩

◎栃　沢　り　う 御正新田1114－1 36－3919

水　野　龍　夫 樋春1952 36－1174

折　川　高　一 御正新田1067－2 36－2655

36－2052御正新田199タ

御正新田（坂下）

⑪◎橋本イ
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昭和与9年度事業計画（2）

一
嚢

を
し
て
い
ま
す
．

　
今
年
度
の
新
委
員
及
び
事
業
計
画
が

決
ま
り
ま
し
た
。
各
地
域
の
皆
さ
ん
、

お
気
軽
に
、
十
分
ご
活
用
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
委
員
長
及
び
副
委
貝
長
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
委
員
長
　
笠
原
　
満

○
副
委
員
長
　
　
橋
本
　
寿
夫

　
　
　
　
　
　
上
杉
　
正

　
　
　
　
　
　
滝
田
稔
夫

　
　
　
　
　
　
佐
々
木
猛
治

　
　
　
　
　
　
向
井
信
哉

　
　
　
　
　
　
木
部
殖
夫

　
　
　
　
　
　
嶋
野
義
智

期　日 事　　業　　名　　等 対　　象 備　考

4i
月i㈲
　1

1．58年度の反省

2．59年度の原案作成と検討
正副委員長 体育館

　｛

旬qD
　『

1．組織・分担
2．年間事業計画の承認等

全委員 体育館

　：㈲
　｛

　｝
6　1

月m
　ξ

　1

　『

1．研修会 全委員 講師、体育館

2．非行防止パンフレットの

　原案作成・検討
正副委員長

各校生徒指導主任

P　T　A会長

P　T　A補導委員長

体育館
3．幼小中教委合同研修会

　準備会

　1ω
　1
　：
71
　：ω
月1

　…

　1㈲

1．非行防止パンフの配布 全世帯

1．夏季休業中の指導・親子の

　っどい実施計画

2．情報交換（各校・地域）

全委員 体育館

1．幼小中教委合同研修会 全教職員 体育館

　；

　：
91
　iω
月：

　1

1．夏季休業中の指導上の

　反省・問題点
2．情報交換

3．親子のつどいの反省

全委員 体育館

　3

碧㈹
　匿

L教育講演会実施準備会 正副委員長等
（講師依頼）

体育館

　i

骨iω
　…

1．青少年健全育成講演会

全委貝

全P　T　A

全世帯

北小体育館

　1

矧qD
　I

1．研修会
2．冬休みの指導について

全委員
講師

体育館

2i
月1qD
　I

1．今年度事業の反省

2．60年度事業計画について
正副委員長 体育館

　i

角iqう

　…

1．春季休業中の指導対策

2．今年度事業の反省
　60年度事業年間計画につい3・ての検討．反省

全委員 体育館

　　　　　1・　　　　　1一　　　　1昼　　　11　　　II　　I－　1一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　01　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳1－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lI　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨噛』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　01　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・　　　　　　　　　　　　　　　　　11■　　　　　　　　　　　　　　　　　1，　　　　　　　　　　　　　　　　』■　　　　　　　　　　　　　　　91　　　　　　　　　　　　　　　1－　　　　　　　　　　　　　　1■　　　　　　　　　　　　　　1■　　　　　　　　　　　　　gI　　　　　　　　　　　　ロー　　　　　　　　　　　　口■　　　　　　　　　　　1恥　　　　　　　　　　　監一　　　　　　　　　　01　　　　　　　　　臼‘　　　　　　　　　6u■　　　　　　　　一一　　　　　　　　ロー　　　　　　　1・　　　　　　一』　　　　　　一，　　　　　1－　　　　　1■　　　　01　　　99　　　1・　　1，　6』　1，h

』
一
＝
一
一
7
一
一
一
一
－
7
昌
＝
一
7
3
－
－
一
7
畠
一
一
一
7
亀
＝
冒
盆
一
一
一
一
官
畠
＝
一
7
一
一
一
＝
7
。
－
＝
一
7
昌
－
一
－
7
昌
旨
＝
＆
－
一
一
－
7
6
＝
一
7
昌
＝
一
7
畠
一
一
一
7
畠
＝
一
7
一
一
一
＝
7
盆
一
雷
，
＆
－
呂
ー
マ
“
冒
雷
7
一
－
一
3
7
a
＝
一
7
一
一
＝
－
7
8
＝
＝
一
8
－
旨
7
昌
＝
一
7
昌
一
一
留
三
3
一
号
師

教

育

　
　
お
子
さ
ん
の
こ
と
で
お
困
り
の
方

圃
は
な
ん
で
も
お
気
軽
に
教
育
委
員
会

　
へ
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、

　
そ
の
際
は
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
ご
連

相

談

　　絡
　盈く
三三だ
六六さ
l　lい
五一
四五
一品一　　隔
ノヤ　

　
八一
　内
　線

　七

■
一
＝
一
三
一
昌
一
7
畠
一
＝
7
盆
一
＝
三
胃
＝
7
二
≡
7
…
一
一
三
一
＝
一
三
－
一
－
一
7
…
一
一
冨
…
＝
7
畠
…
三
≡
一
三
…
－
7
昌
一
一
…
9
隔
…
一
7
≡
＝
7
。
－
－
一
一
三
一
≡
一
曹
昌
＝
一
三
一
『
＝
7
畠
＝
＝
・
畠
＝
言
…
3
7
…
一
一
7
…
…
ム
…
一
三
一
－
＝
，
・
一
一
一
一
一
㌦

投
雛
翻
囎
曝
融
薦
四
二
％

　
県
政
史
上
初
の
正
・
副
知
事
の
争
い

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
埼
玉
県
知
事

選
挙
は
、
七
月
一
日
投
票
、
二
日
開
票

と
い
う
日
程
で
行
わ
れ
、
現
職
の
畑
や

わ
ら
氏
が
四
選
を
果
し
ま
し
た
。

　
本
村
で
は
、
麦
刈
り
と
田
植
え
の
ま隔

つ開票のも

っ
盛
り
と
重
な
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て

か
、
投
票
率
は
四
五
・
四
ニ
パ
ー
セ
ン

ト
と
い
う
低
さ
で
し
た
。

　
開
票
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

県知事選挙結果
候　補　者　名 得票数（江南村） 得票数（県全体）

畑　　やわら 季・842票 1，011，198票

まつなが緑郎 1，244票 644，587票
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守るのがそんなに

《面倒くさいですか
シートベルトは命のベルト

車に乗ったら、まずシートベルト

三
秒
の
ゆ
と
り
が

　
　
　
　
　
　
　
　
命
を
救
う

　
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
な
ん
て
き
ゅ
う
く
つ

だ
」
「
面
倒
く
さ
い
」
「
安
全
運
転
を
し

て
い
る
か
ら
大
丈
夫
だ
」

醗麟

濠
　
訓
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
で
、
車
が
衝
突
し
た
と
き
の

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
車
を
運
転
す
る

と
き
の
．
命
綱
”
　
　
　
し
か
し
、
着

用
率
は
ま
だ
ま
だ
低
く
、
ド
ラ
イ
バ
ー

十
人
中
三
人
に
も
満
た
な
い
と
い
う
嘆

か
わ
し
い
実
情
で
す
。
そ
し
て
、
「
自
動

、
車
乗
車
中
の
死
者
の
九
几
％
が
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
な
か
っ
た
」
（
警
察

庁
調
査
）
と
い
う
見
逃
せ
な
い
結
果
も

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ョ
ッ
ク
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。
時
速
二
〇
キ
ロ
で
壁
に
ぶ

つ
か
っ
た
場
合
、
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
は
ド

ラ
イ
バ
ー
の
体
重
の
六
倍
以
上
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
た
か
が
二
〇
キ
ロ
の
ス

ピ
ー
ド
、
そ
の
く
ら
い
な
ら
腕
や
足
で

支
え
ら
れ
る
、
な
ん
て
思
っ
た
ら
大
ま

ち
が
い
。
腕
や
足
で
支
え
ら
れ
る
の
は

せ
い
ぜ
い
体
重
の
二
倍
か
ら
三
倍
。
と

　
　
　
）
し

て
も
自
分
の
命
を
守
り
き
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
と
き
に
威
力
を
発
揮
す
る
の

が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
で
す
。
そ
の
効
果
を

み
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
す
る
と
、
運
転
姿

勢
が
正
し
く
保
た
れ
、
疲
労
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
安
全
意
識
も
向
上
す

る
な
ど
事
故
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
衝
突
事
故
に
あ
っ
た
場
合
、
フ
ロ
ン

ト
ガ
ラ
ス
や
車
内
の
突
起
物
で
、
頭
部

や
胸
部
を
強
打
す
る
こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
れ
ば
、
頭

部
を
強
打
し
て
の
死
亡
は
、
半
分
以
下

に
お
さ
え
ら
れ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

●
激
突
時
の
シ
ョ
ッ
ク
で
起
こ
る
車
外

放
出
を
防
ぎ
ま
す
。

●
転
落
時
の
シ
ョ
ッ
ク
で
気
絶
し
た
り
、

負
傷
し
た
り
す
る
の
を
防
ぎ
、
自
力
脱

出
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

き
ょ
う
か
ら
や
ろ
う

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
を

　
こ
の
よ
う
に
、
交
通
事
故
の
際
に
、

あ
な
た
の
何
よ
り
も
有
効
な
”
命
綱
”

と
な
っ
て
く
れ
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

は
、
い
ま
や
運
転
操
作
の
ひ
と
つ
な
の

だ
と
い
う
こ
と
を
ぜ
ひ
肝
に
銘
じ
て
く

だ
さ
い
。

　
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
レ
ジ
ャ
ー
や
帰
省

の
機
会
も
多
く
な
る
季
節
。
「
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
な
し
で
タ
ル
マ
に
乗
る
な
！
」

　
き
ょ
う
か
ら
徹
底
し
た
い
も
の
で
す
。

▲
一
一
『
レ
一
一
一
『
レ
一
一
一
＝
レ
一
一
一
冒
レ
一
一
一
『
レ
一
一
一
＝
レ
一
一
一
7
レ
一
一
一
7
レ
．
一
一
ぎ
レ
一
一
一
冒
レ
ロ
一
一
7
レ
．
一
一
＝
レ
一
一
一
7
レ
一
一
一
＝
レ
．
一
一
冒
レ
．
一
一
冒
レ
．
一
一
＝
レ
一
一
一
7
レ
一
一
一
7
レ
一
一
一
冒
レ
．
一
一
『
レ
一
一
一
冒
レ
一
一
一
『
一

　
　
水
は
つ
く
ら
れ
る

　
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
産
業

　
　
し
か
し
、
私
た
ち
が
ふ
だ
ん
何
気
な

　
く
使
っ
て
い
る
水
は
、
自
然
の
中
で
循

▲
を
ひ
ね
れ
ば
出
て
く
る
水
道
の
水
も
、

▲合
▲
　
私
た
ち
の
生
活
は
、
水
な
し
ヒ
は
成

▲
り
立
ち
ま
せ
ん
。
お
米
や
野
菜
づ
く
り

ム▲
▲
活
動
を
支
え
て
い
る
水
、
飲
む
た
め
の

▲
水
、
何
か
を
洗
う
た
め
の
水
、
私
た
ち

▲
の
生
活
は
水
と
と
も
に
あ
り
ま
す
。

▲▲▲高
環
し
て
い
る
水
の
ほ
ん
の
一
部
を
、
”
加

▲
工
”
し
た
も
の
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
蛇
口

幽　
山
深
い

血　
地
域
に

▲
幽
建
設
さ

▲
れ
る
ダ

▲
ム
に
蓄

幽
え
ら
れ
、

4
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　　　r

多
量
の
水
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
で
も
、
産
業
の
発
達
や
人

口
の
地
方
定
住
化
と
と
も
に
、
水
の
使

用
量
は
増
加
の
傾
向
を
示
し
て
堅
ま
す
。

　
一
方
、
ダ
ム
な
ど
の
水
資
源
施
設
に

適
し
た
場
所
は
、
次
第
に
減
少
し
て
き

て
お
り
、
ま
た
、
水
没
地
域
の
環
境
補

償
問
題
な
ど
に
よ
り
、
水
資
源
開
発
は

一
朝
一
夕
に
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。

　
八
月
一
日
は
「
水
の
日
」
、
こ
の
日
か

ら
一
週
間
は
「
水
の
週
間
」
で
す
。
現

代
で
は
、
年
問
を
通
じ
て
水
に
恵
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る

水
は
限
り
あ
る

　
　
　
貴
重
な
資
源
で
す

　
　
八
月
一
日
～
七
日
甘
水
の
週
問

水
源
地
域
の
人
々
の
理
解
と
協
力
に
よ

っ
て
送
ら
れ
て
く
る
有
限
で
貴
重
な
「
資

源
」
で
す
．

現
代
社
会
は
多
量
の
水
を

　
　
　
　
　
必
要
と
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
わ

　
古
来
、
人
々
は
湧
き
水
や
川
の
あ
る

所
に
住
ん
で
い
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
く

ら
い
の
日
照
り
で
は
、
飲
み
水
に
困
る

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
現
代
社
会
で
は
、
生
活
水

準
の
向
上
と
と
も
に
、
都
市
部
で
は
、

こ
と
が

必
須
の

条
件
で

す
。水

を
使

う
機
会
が
多
く
な
る
夏
、
あ
ら
た
め
て

水
の
大
切
さ
を
考
え
、
節
度
あ
る
水
利

用
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
佛
　
難
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i
｛
1
一
5
i
‘
＝
i
毒
1
一
…
i
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一
一
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1
一
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i
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一
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i
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η＼

　　　　　世

　韓

簗　　　　奪
　藷マ聾

　　　いち　ぱ
漁聴串場

九
月
三
日
～
十
四
日
受
付

鼎
醤
僅
宅
瓜
居
轟
轟
攣

　
県
営
住
宅
へ
の
入
居
は
、
　
「
申
告
登

録
制
度
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
は
、
入
居
を
希
望
す
5
る
方
か
ら
申

告
を
し
て
い
た
だ
き
、
優
先
度
に
従
っ

て
登
録
を
行
い
、
順
次
入
居
し
て
い
た

だ
く
制
度
で
す
。

　
紹
和
5
5
～
58
年
度
に
登
録
を
し
た
方

は
、
今
回
申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
登
録
内
容
（
新
築
か
ら
空

家
へ
、
空
家
か
ら
新
築
へ
、
種
別
、
希

望
地
）
を
変
更
す
る
方
は
再
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
対
象
次
の
①
～
④
を
す
べ
て
満
た

　
　
　
し
て
い
る
方

①
県
内
に
住
所
又
は
勤
務
先
が
あ
る

　
こ
と

②
現
に
同
居
又
は
同
居
し
よ
う
と
す

　
る
親
族
（
内
縁
関
係
及
び
婚
約
者
を

　
含
む
）
が
あ
る
こ
と

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が

　
明
ら
か
な
こ
と

④
最
近
一
年
間
の
総
収
入
が
一
定
の

　
基
準
内
で
あ
る
こ
と

◆
受
付
期
問
と
場
所

　
九
月
三
日
㈲
～
九
月
十
四
日
働
、
午

前
十
時
t
午
後
三
時
の
間
に
江
南
村
役

場
建
設
課
で
受
付

◆
申
込
用
紙
の
配
布

　
七
月
三
十
日
㈲
～
九
月
十
四
日
㈹
の

期
間
に
、
役
場
建
設
課
、
熊
谷
土
木
事

灘
、
灘

羅麗

故
・
塚
田
永
憲
氏
に
叙
勲

　
江
南
北
小
学
校
を
は
じ
め
、
中
学

校
、
幼
稚
園
の
学
校
医
と
し
て
、
永

年
に
わ
た
り
児
童
生
徒
の
健
康
管
理

や
保
健
指
導
に
尽
力
、
さ
る
五
月
十

八
日
に
逝
去
さ
れ
た
塚
田
永
憲
氏
は
、

生
前
の
功
績
に
よ
り
、
從
六
位
勲
五

等
に
叙
せ
ら
れ
、
瑞
宝
章
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
な
お
、
塚
田
永
憲
氏
は
、
誠
実
で
、

人
情
味
豊
か
な
誰
か
ら
も
親
し
ま
れ

る
人
柄
で
、
信
望
も
厚
く
、
学
校
医

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
村
医
や
議
会

議
員
、
ま
た
教
育
委
員
と
し
て
、
地

域
医
療
の
向
上
、
地
方
行
政
、
教
育

行
政
の
振
興
に
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

務
所
、
県
民
セ
ン
タ
i
等
で
配
布

◆
間
合
せ
　
江
南
村
役
場
建
設
課
、

　
奮
三
六
－
一
五
二
一
（
内
線
二
八
）

　
　
　
年
金
受
給
者
が

　
　
　
死
亡
し
た
と
き
は

　
　
　
す
み
や
か
に
届
出
を

　
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
亡
く
な
っ

た
と
き
は
、
戸
籍
法
で
定
め
ら
れ
た
届

出
義
務
の
あ
る
方
が
、
役
場
の
年
金
係

へ
す
み
や
か
に
「
受
給
権
者
死
亡
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
遅
れ
た
り
、
忘
れ
た
り
し
ま
す

と
、
支
払
超
過
と
な
り
、
あ
と
で
返
納

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
亡
く
な
っ
た
人
に
支
給
す
べ

き
年
金
で
、
ま
だ
支
給
し
な
か
っ
た
分

が
あ
る
と
き
は
、
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
た
配
偶
者
の
方
な
ど
に
そ
の
年
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
「
未
支

給
年
金
支
給
請
求
書
」
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
住
民
課
・
年
金

係
へ
聞
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
国
民
集
蕪
繰
饗
ゼ
ン
タ
ー

　
川
越
市
の
郊
外
、
伊
佐
沼
の
ほ
と
り

に
あ
る
国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
「
む

さ
し
の
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
　
国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー

む
さ
し
の
暦
〇
四
九
二
－
二
四
ー
三
二

一
〇

「
　
が
．

　警察官募集　i■黙藝察署（姪、1一。。、、）また1■華鷲磐自7台会、幼稚園、学

■受験資格　　　　　　　　　　　：は駐在所へ　　　　　　　　　　　：校、PTAなどの団体
O警察官A　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　1ロ期　間　3日間～5日間

月警嚢起魏勇襲難睾i危険物取扱者試験　i■臭盤謂舗圏組合視聴覚セ
業及び卒業見込みの者　　　　　　1■試験日　10月28日（日）　　　　1ンター　費23－1638

0繍霧、月、日～日召禾ロ、、年、i＝鷺覇舗鰭讐日　1県民討論会
月1日までに生れた男子で上記A　i　O準備講習会　　　　　　　　　　i一あなたもご参加ください一

以外の者　　　　　　　　　　　：■と　　き　9月11日～12日　　　：■と　き、ところ
○交通巡視員　　　　　　　　　　：■ところ　深谷市立体育館　　　：　8月18日仕）午後1時30分～4時
　昭和35年4月2日～昭和42年4　1■申込受付　9月3日～7日　　　130分、埼玉県熊谷地方庁舎
月1日までに生れた女子　　　i■受講料4，000円、他にテキスi■テーマ
○警察事務職貝（初級試験）　　　i　　　　　　ト代少々　　　　　　i　「今、あなたのまわりでは……
昭和38年4月2日～昭和42年4　1※受験案内、願書、受講申込書は　：あらゆる分野への男女の共同参加

月1日までに生れた者（学歴不問）　1　消防本部予防課にあります。　　iを考える」

口受付期問　　　　　　　i■問合せ消防本部予防課　　i■参加者
　8月1日㈱～9月13日㈲　　　　i　　　　　　智22－4444　　　　　i　一般参加者……自由参加（200～
■試験臼　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　：300人）、県知事
・警察官（A・B）、交通巡視員i16％フィルム貸出し　1助言者……渥美雅子（弁護士）
　第一次試験……9月30日（日）　　i一大里広域視聴覚センター一　i■問合せ
○警察事務職員（初級）　　　　　1■7イルムの種類　　　　　　　　i　熊谷地方県民センター
　第一次試験……10月21日（日）　　：　．児童劇、童話、家庭教育など　　：　　　　　費0485－23－2801
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五
月
二
十
七
日
、
御

正
新
田
地
区
で
は
マ
ス

釣
り
大
会
が
行
わ
れ
、

大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
地
区
の
ソ
フ
ト
ボ
！

ル
関
係
の
方
た
ち
の
主
催
で
行
わ
れ
た

も
の
で
、
農
業
排
水
を
貯
め
た
と
こ
ろ

に
マ
ス
約
八
○
キ
ロ
が
放
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
午
前
九
時
か
ら
三
時
間
ほ
ど
、

参
加
し
だ
三
百
人
の
人
た
ち
は
釣
り
ザ

オ
を
手
に
マ
ス
釣
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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有段を目ざして

254367

　出

題
　
八
段
　
北
村
　
昌
男

●
ヒ
ン
ト
…
三
手
目
に
妙
手
あ
り
。

　5

分
で
初
段
、
8
分
で
2
級
。

二
三
四
五
六
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轡樋押　 成騨板塩小樋　押三成需
沢土

田
　
智
子

本長
谷
川
裕
基

切真
沢
友
子

風
見
泰
希

春茂
木
絵
里
沙

鞭蕪難灘難舞、灘嚢

小
江
川

　
　
野
n
［
美
香

塩　
　
岡
部
　
慎
吾

板
井

　
　
上
原
千
佳

【
五
月
中
届
出
】

沢高
田
　
武
司

梅
津
　
　
允

新
井
智
康
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緒
美

春古
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伸
恵
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長
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孝
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長
男
（
孝
男
）

長
男
（
ヂ
　
）

長
男
（
忠
好
）

御
正
新
田

　
　
三
浦
　
正
人
、
、
三
男
（
喜
美
男
）

　
■
関
根
さ
や
か
　
長
女
（
　
眞
　
）

）
’
）

板
井

　
　
古
野
　
賢
太
　
長
男
（
政
　
男
）

千
代

　
　
岩
瀬
　
　
勝
　
三
男
（
茂
　
男
）

　
　
金
子
　
祐
太
　
長
男
（
繁
　
二
）

　
　
櫻
井
　
隆
太
　
長
男
（
昌
　
隆
）

【
六
月
中
届
出
】

成
　
沢

　
　
水
野
ひ
と
み
　
長
女
（
友
　
一
）

　
　
渡
邊
　
由
香
　
二
女
（
志
　
郎
）

三
　
本

　
　
長
谷
川
　
聡
　
二
男
（
幸
次
郎
）

押
切

　
　
長
澤
　
礼
子
　
長
女
（
哲
　
男
V

樋
春

　
　
榎
本
　
実
菜
　
二
女
（
　
実
　
）

小
江
川

　
　
福
田
起
代
子
　
長
女
（
敬
　
司
）

　
　
笠
原
　
祐
介
　
長
男
（
喜
久
男
）

須
賀
広

　
　
松
本
　
千
絵
　
長
女
（
隆
多
郎
）

板
井

　
　
山
田
　
美
紀
　
三
女
（
　
守
　
）
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